
活きるみんなが集う場所

ななーるカフェ
(ななーる地域連携室)



ななーる訪問看護ステーションは

「心身が不調な人も安心して暮らせる街を創る」ことを目指している

訪問看護ステーションです。

そのために、薬等で生命を護り「生きる」ことを支援するだけではなく、

生きる意味を共に考え、心を支え、気持ちに活力を与えて

「活きる」ように導く看護をしています。

そんな私たちが、

この街で暮らす皆さんがまずは心身が不調にならないように、

そして子どもから高齢者まで、

より活き活きと毎日を暮らすことを支援したいという思いから

「地域連携室 ななーるカフェ」を運営しています。

いきいきと暮らす人があふれる街へ

豊中SDGsパートナー
として
活動しています



みんなが繋がり
みんなが笑顔に！

ななーるカフェが大切にしているのは、人と人との繋がり。

「街の人のために○○がしたい！」という

団体や個人のかたとタッグを組んで活動したり

活動場所を提供したり、

志が同じ人達を繋げたりしながら、支援の輪を広げています。

ななーるカフェがあるのは、「いきいき東豊中」の一角。

認知症の人も、いきいき笑顔で過ごせる“いきいきライフ”を提供している グループホームです。

地域の人たちに開かれた場所にすることも求められる認知症対応型グルー プホームにとって、

ななーるカフェは施設にいる方と、街を繋ぐ場にもなっています。

また、ご自宅で介護をされているかたも、立ち寄ってふと一息されていま す。

詳しくは
Webをチェック！

豊中市との繋がりや、個人のかたからの連絡を受けて、
ボランティアの皆さんの活動の場を提供。
街のかたの居場所や生きがい、多世代交流の場を生み出しています。

地域の学校と連携して職業体験や、看護実習を積極的に受け入れ、
子どもや未来ある若者の生きた学びの場や
認知症への理解が深まり、偏見なく受け入れる心が育つ機会を
提供しています。

ななーる訪問看護ステーションの看護師も、
健康促進ダンスイベントや地域包括ケアのセミナー等を実施。
地域の皆様の健康を護る活動を行っています。

例えば…



生きるを活きるに導く看護

認知症対応型グループホームは、地域密着型サービスのひとつ。認知症

高齢者が、住み慣れた地域で生涯生活することが目的であり、入居者同

士が助け合って自分たちで家事を行い、それをスタッフが支えるような

介護サービスです。

グループホームいきいき東豊中は「大きな家族になりたい」という理念

を掲げ、入居者とスタッフがともに大きな家族として生活できるような

ホームにしたいと考えています。

大きな家族になりたい

来てくれたら「ホッ」とする
いつもいただく言葉です

訪問看護師は、医療処置や健康管理・療養上の相談にとどまらず、暮らし

の中に〝楽しみ〟や〝生きがい〟を見出せるように、利用者さまやご家族

と共に歩むパートナーでありたいと願っています。

このような方はご相談ください

•住み慣れた家で安心して療養したい。
•病気や痛みで生活が不自由。この先が心配だな・・・
•最期の時まで、自宅で穏やかに過ごしたいのだけれど・・・

詳細やお問い合わせは
こちらから↓

詳細やお問い合わせは
こちらから↓訪問地域 所在地

箕面・豊中・吹田・池田
〒560-0014 
大阪府豊中市熊野町3丁目3-47



WEB

ななーるカフェでは、私たちの想いを一緒に広げてく
ださる方々の活動をサポートしています。
やりたいことはあるけれど、活動拠点がない、
仲間が欲しいという方はぜひ一度ご連絡ください。
新しい一歩、チャレンジを応援します！

ななーるカフェはみんなでつくるコミュニティーです。
お花にお水をあげたい！こんなお花を植えてみたい！
駄菓子屋さんのおばちゃんのお手伝いをしたい！
というような皆さん、大歓迎。
いつでも、ふらっと立ち寄ってくださいね♪

活動拠点をお探しの方へ

活動拠点をお探しの方へ 活動拠点をお探しの方へ

以前していた駄菓子屋を引っ越しを機に断
念しましたが、ななーるカフェさんとのご
縁で新たにスタート出来て嬉しいです。子
どもだけでなく色んな方とのお話しで私も
元気をもらっています。

ちいさなだがしやあいちゃん 吉村さん

間取り等は
こちら↓

運営者 鈴木菜穂

この冊子は「一般社団法人日本認知症ケア学会地域ケア活動支援事業」の助成を受けて発行しています

活動拠点をお探しの方へ

大好きな和紅茶で地域の皆さまがほっこり
集える場が出来たらとの思いで活動してい
ます。国産の厳選した茶葉をご提供します
ので一期一会のお茶といろんな方との出会
いをお楽しみくださいませ♪

ほっこり和紅茶の会 田代さん

病院で勤めながら減災ナースの活動をしています。地域での自助・公助・共助が広がれば自分
にとって大切なあの人を守ることにつながるハズ！災害に備えた知識を高める活動の拠点とし
てお借りし、色々サポートいただきとても感謝しています。

減災ナース 平岡さん
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